
（別紙３）

～ 令和７年　２月　２２日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和７年　２月　７日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動プログラムが固定されないように職員間で話し合いをこ
まめに行い、様々な体験をしてもらいたいと考えています。
また、個別療育と集団療育の時間をメリハリをつけながら提
供できるようにしたいと考えています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用中の公共施設等の利用を増やす事で、障がいのない子ど
もたちとの交流（場所の共有から）を図っていきたいと思い
ます。

○事業所名 療育サポート　こばると

○保護者評価実施期間 令和７年　２月　３日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　３月　３日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所利用中の障がいのない子どもたちとの交流は現在持てて
いません。しかし、お子様方それぞれ保育園やこども園へ通園
されている為、それぞれの園での交流はあるようです。

平日は午前中の利用となっている為（多機能事業所の為）、課
外活動になかなか出る事が出来ていないのが大きな原因と考え
ています。土曜日や祝日の利用も促しつつ、課外活動に行く機
会を今後増やしてしていく必要があると考えています。

お子様の様子をしっかり観察し、個別支援計画書に沿った療育
の提供と保護者様からの情報共有から必要と考えられた療育の
提供を行うよう、心掛けています。
お子様方が楽しみながら通所して頂けるよう今後も支援提供を
行います。

お子様方の様子に合わせた療育内容を提供する事で通所が楽し
いと思っていただけるよう療育内容や課題内容を随時検討して
います。また、自由活動の時間を作る事で人との関わりを持っ
てもらい、集団活動に参加できるタイミング作りを心掛けてい
ます。

事業所における自己評価総括表公表


